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2.位置図

発生現場
228..92.ｋｐ付近（上り線）
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３.事故発生状況

矢印板 2～3枚目の間

看板は追越車線左側
轍付近まで飛散







５．事故原因と今後の対策
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【今後の対策】

①標識設置場所は転倒した際に通行帯に支障にならない非常開口部
内等を選定する。可能な限りガードレール等に控えを取るようにする。

②出発前に標識に腐食等の異常が無いか確認し使用する。

③強風が予想される場合は、立看板を伏せる等対策を検討する。
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